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   In 1953 the metachromatic reaction of urine (abbreviated to MR) was discovered and 
designated by Nagata and Yamamoto. Since then studies on the MR have been carried 
out by their coworkers and the number of their reports has already totalled to dozens. 
This paper deals with the results of studies which have recently been made on the physio-
chemical effects on the MR. 
   As material, the urine specimens of healthy persons and patients with urogenital disease 
were used. The urine specimens were subjected to the MR test. The MR test was performed 
on the same urine specimens after such physio-chemical procedures as heating, cooling, 
infrared ray irradiation, ultra-violet ray irradiation, x-ray irradiation, centrifugation, 
desiccation by refrigeration, treatment with absorbents and ion exchange resins and dialy-
sis. The results of the MR test were compared with those obtained before the procedures 
were performed. The results were interpreted macroscopically after the manner of Nagata 
 and Yamamoto. A part of the results was interpreted colorimetrically according to the 
method of Yamamoto et al. 
   Results  : 
1) The effects of intrared ray irradiation. 
   While intrared ray irradiation for 60-120 minutes produced no special change in the 
results of the MR test on the urine specimens which developed the negative MR, the urine 
specimens which showed positive or doubtful positive results to the MR test were negative 
in 4 out of the  .5 cases and doubtful positive in 1. 
2) The effects of ultraviolet ray irradiation. 
   In the case of ultraviolet ray irradiation there was no change in the results of the MR 
test on the urine of all the cases, regardless of the time of irradiation. 
3) The effects of x-ray irradiation 
   When the urine specimens were irradiated with x-rays, there occurred no change in 
the results of the MR test on all the cases, irrespective of the time and dosage of irradia-
tion. 
4) The effects of temperature. 
   The urine specimens which showed positive and doubtful positive results to the MR 
test rendered the MR negative when they were heated to 100°C for 60 minutes. There 
was no change in the results of the MR test on the other urine specimens that were
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negative. On heating at 90°C for 60 minutes, the MR-positive urine specimens of 3 cases 
were negative in all the 3 cases; the MR-doubtful positive urine specimens of 2 cases 
were negative in 1 of the 2  cases; the MR-negative urine specimens of 2 cases were 
negative in 1 out of the 2 cases. At a low temperature of 0° to —40°C, there was no 
change in the results of the MR test, irrespective of the number of cooling days. 
5) The effects of centrifugation and desiccation by refrigeration 
   Centrifugation at 3000-5000 rpm caused no change in the results of the MR test on  the 
urine specimens of all the cases. There was no change in the results of the MR test on 
the urine specimens which were allowed to stand at room temperature for 6 months after 
they were frozen to dryness. 
6) The effects of absorbents. 
   The MR-positive urine specimens were absorbed in to silica and activated charcoal 
and showed negative results to the MR test. However, there was no change in the MR 
test on the negative urine specimens. 
7) The effects of ion exchange resins. 
   IRA-400 and IRC-50 rendered the MR of the MR-positive urine specimens doubtful 
positive, while the negative urine specimens were caused by IR-120 and IRA-400 to show 
positive results to the MR test. 
8) The effects of dialysis. 
   Positive results were obtained by dialysis in the greater part of 312 healthy persons 
and patients. Though dialysis brought about a marked decrease in or a disappearance of 
electrolytes, changes in the electrolytes did not influence the  results of the MR test. 
Colorimetery of the results of the MR test after dialysis revealed a movement toward 
the left lower part from the original point of the CIE chromaticity diagram. This was 
due to a decrease in purity and an increase in luminocity. The MR-positive urine spe-
cimens also showed the same tendency, which was particularly remarkable in the MR-
negative urine specimens. In such a case the results of the MR test cannot be interpreted 
































について記 している.か ようにMRは 種 々の
物理化学的条件に より,そ の判定 に動揺 を来 す
であろ うことが懸念 さ れ る.今 回永 田教授 は
MRに 及ぼす物理化学 的影響 の 検索 を私に命
ぜ られた。そ こで私は健康者並 びに泌尿器疾患
を有す る患者尿 を被検材料 と し て 温度,赤 外
線,紫 外線,X線,遠 心沈澱,凍 結乾燥,吸 着
剤,イ オ ン交換樹脂,透 析 のこれに及ぼ す影響
を検索 した ところ,些 か知見 を得たので蔽 にそ




















被検尿約100cc宛を尿 コツプに取 り,以 下に示す
X線装置と方法で照射 し,駒込ピペツトを用い,照射
量毎に2.Occ宛採取してMRを 実施し,照射前MR


























































































































1)と 同様20症例に実施した成績は 次 の如 くなっ
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i)加熱の影響 望月例膀胱弛緩症を始めとする7
例の成績は以下に示す如くなつた.す なわち加熱前の
MRは 望月例i中 谷 例腎下垂症の2例 は陰性を示す










第5表 加 熱 の 影 響
患 者 、 診 断 名 加熱前MR(15℃)
加熱温度
C
加 熱 後 M R
加熱前
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＼ 艦ドミ 後M R3,000 4,000 5,000 前MR
症 例＼51020 3060510203060 510203060
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豊 田42♀右 腎 結 核
村井40♀左 腎 結 核
増 田426右 腎 結 核
青 島28♀腎孟膀胱炎
橋本32♀特発性腎出血































































はIR-120及びIR-4B通過 後 共 にMRに 変化な









































































IRC-50では共 に陰 性 を 示す が,IR-120,IRA-400通
過 で はす ぺ て疑 陽 性 に反 応 した.す なわ ちMR陽 性
尿 はIRA-400及びIRC-50の通 過 に よ り疑 陽 性 を,
陰 性尿 はIR-120及びIRA-400通過 に よ り疑 陽性 を















































































































































































































被検者3例 の中透析前MRは す べて陰性を示し,
透析後はすべて陽性に反応した.これら3例の尿の透


















(以下 単 位mg/d1)を 示 す が,透 析 後 はNa19.2,
K1.5,C11.73,CaO,POと な っ た.次 ぎ に 井 野 例
は 透 析 前Na157.OK1。64,C1169.0,Ca5.25,Mg
3・06,P9.25であ つ た が,透 析 後 はNa20.4,K2.O,
C12.59,CaO.1,MgO,POと な っ た.荻 原 例 で は
透 析 前Na188,2,K23.0,Cl233.0,Ca4.55,Mg
1.9,P3,6で あ つ た が,透 析 後 はNa18.2,KO.84,
C13.46,Ca1.04,MgO.1,PO.4で あ つ た.す な わ




一 小 泉 例








-一一一 小 林 例
～ 前 田 例
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囲を 出 な いが,透 析 後 は 明 らかに 微 量若 し くわ しとな
つ た.
iii)健康 者 尿透 析 前後 のMRと 測 色 値 の変 動 被
検 者6例 に つ いて 実施 した成 績 は 以下 の 如 くなつ た.
す な わ ち透 析前MRは 全例 陰 性 を示 す が,透 析 後 は
全 例陽 性 に反 応 した.又 これ を測 色 した場 合 は上 薗側
は 透 析前 主 波 長497.5C(以下 数 字 はmμ),純度60.0,
明度19.2(以 下 明度,純 度 の数 字 は%),透 析 後
は主 波 長531.OC,純度22.8,明度30.2を示す 如 くな
つた.井 野 例 は透 析 前 主波 長493.OC,純度70.0,明
度13。1,透 析 後 は 主 波 長540.OC,純度39,明 度
30,5であ っ た.本 多例 は 透 析前 主 波 長505.3C,純
度67,明 度5.8を 示 し,透 析 後 は 主 波長522.OC,
純 度37.5,明度33.6で あつ た.小 泉 例 は 透析 前 主
波 長496.OC,純度66.6,明度14,0,透析 後は 主 波
長536.5C,純度42.0,明 度20.9を,荻 原 例 は 透
析前 主 波 長439.5C,純 度62.6,明 度13.9を 示 す
が,透 析 後 は主 波 長533.OC,純度28.0,明度26.7
となつ た.和 田例 は透 析前 主波 長492,5C,純度65.
5,明 度17。3を 示す が,透 析 後 は主 波 長508.5C,







に判 定 され る原 因 とな る よ う考 え られ る ・
v)腎 結 核 患 者尿 透 析 前 後 の 電解 質定 量 値 とMR
の変 動 腎結 核 患 者4例 に つ い て実 施 した 成 績 は 以 下
の如 くで あつ た.す なわ ち 透 析 前4例 共MRは 陽 性
若 し くわ 疑 陽 性 を示 した が,透 析後 は す べ て 陽 性 に 反
応 した.電 解 質 定量 値 は 藤 生例 では 透 析 前Na190.0,
K15.4,C164.0,Ca3.86,Mg2,4,P4・1,透析 後 は
Na14.8,KO,5,C11.73,Ca1.05,MgO,P.0.2で
あ つ た.菊 地例 は 透 析 前Na136.0,K17.5,Cl125。0,
Ca2.82,Mg4.3,P17.0を示 す が,透 析 後 はNa
1.0,K1.15,C14.08,CaO.38,MgO・3,PO・4であ
つ た.小 林例 は 透 析 前Na46.o,K7.6,Cl23.3,Ca
1.80,Mg2.0,P1,6であ るが,透 析 後 はNa19.6sK
1.2,C11.73,CaO.25,MgO,POとなつ た.又 前 田
例 は透 析 前Na80,0,K14.2,C173.O,CaO.4,MgO,
P22.5であ るが,透 析 後 はNa12.0,KO.5,CIO.87,
Ca,Mg,Pは 共 に0を 示 した 。
vi)腎結 核患 老 尿 透析 前後 の 測 色 値 とMRの 変 動
v)と 同 症例 につ い て 実施 した成 績 は以 下 の如 くで
あ つた,す な わ ち この群 のMRは 透 析 前 疑 陽 性 若 し
くは陽 性 を 示す が,透 析 後 はす ぺ て陽 性 に 反 応 した.
そ の測 色 値 は藤 生 例 で は透 析 前 主 波 長497.6C,純度
70。5,明度13.0,透 析 後 は 主波 長531.4C,純度41
,5,明度23.5とな つ た.菊 地 例 は 透 析 前 主 波長500.6
C,純 度74.O,明度6.8を 示 し,透 析 後 は主 波 長499
.5C,純度35.0,明 度13.2で あ つ た.又 小 林 例 は透
析 前 主 波 長610.OC,純度10.0,明度1.7を 示 す が,
透 析 後 は 主 波長543.OC,純度41.5,明 度26.1を 示
した.次 ぎに前 田例 で は透 析 前 主 波 長498.5C,純度
59.0,明度12.8を 示 し,透 析 後 は 主 波 長508.OC,純
度31.0,明度20.3を 示 した.
vii)腎結 核 患 者尿 透 析 前 後 のCIE色 度 図vi)の
測 色値 の変 動 をCIE色 度 図で み る と,以 下 の如 くな
つ た.す なわ ち透 析 後 は 色 度 図上 そ の 左 下 方 に 移動 す
るが,こ れ は健 康 者 の場 合 と同様,透 析 に よ り青色 が
強 くな つ て来 るた め で,純 度 も これ に 伴 い低 下 し,,明
度 が 上 昇す る.然 し健 康 者 との 重要 な相 異 点 は 透析 に
よつ て純 度 は確 か に 低 下 し,明 度 は 上 昇 す るが,そ の
変 動 は 腎 結 核患 者 で は 健 康 者 の それ に比 し,甚 だ低 い











































に対 し,高温すなわち加熱に対 しては可な りそ






80℃以下 の加熱では120分加熱 してもその多 く
わ陰性化す ることな く,陰 性尿 は疑陽性を,疑
陽性尿は陽性若 しくは疑陽性 を,陽 性尿は陽性
若 しくは疑陽性 を示すに とどまつた.
遠心沈澱 の影響をみた場 合はr.p.m.3,000
乃至5,000ではMRに 対 し,何 等 の影響 も及
ぼさない.又 凍 結乾燥 した場合も全 く同様 であ
つた.以 上の成績の中低温格納及 び凍 結乾燥 の
成績 はMR陽 性 或は陰性 を示す尿 を か ような
方法 で保存すれば,少 くとも6カ 月間は保存 し
得 ることを意味 し,疾 患 の経過 の観察上甚 だ有
意義 な所見 と謂 うべ きであろう.次 ぎに吸着剤
の影響 をみた場合はMR陽 性尿が陰 性化 する
は無水硅酸 と活性炭で あ り,MR陰 性尿 には
全然影響 のいな こ と か ら,MR陽 性物質はか
ような吸着剤 によ り吸着さ れ る よ う考 えられ
る.又4種 のイオ ン交換樹脂柱 を通過せ しめた
場合 は,MR陽 性尿3例 はIRA-400及びIRC
-50によ り疑陽性 を,陰 性尿3例 はIR-120及
びIRA-400により疑陽性化 し,そ の他 の樹脂
では何等MRに 影響 を及ぼ さない.供 試 した
これ ら4種 のイオ ン交換樹脂 の諸性質 は既 に周
知 に属 し,そ の分類 はIR-120は強酸 カチオン
交換樹脂 で交換基は 一SO3M,IRA-400は最強
塩基性 アニオン交換樹脂 で交換基は第 四アンモ
"ウ ム,IR-4Bは弱塩基性 アニオ ソ 交換樹脂
で交換基 はポ リァ ミン,IRC-50は弱酸性 カチ
オ ソ交換樹脂で交換基は 一COOMで あ り,そ
の形状は いずれ も球状 をな してい る.従 つてこ
れ ら4種 のイオ ン交換樹脂柱 を通過後 の尿はそ
れぞれ の樹脂の性質 に従 い,イ オ ソ交換が行わ
れ,電 解質 に対 しても種 々な変化を来 すで あろ
うことが想像 され るが,前 記実験のみか らその
詳 細を検討す る ことは不可能 であ り,叢 には事
実を述べ るに とどめた.
透析 の影響 に つ い てみると,健 康 者を含む
3/2例の尿は透析前陽性 を示す もの12例,疑 陽
性6例,陰 性294例を数え るが,透 析後は陽性
を示すもの284例を数え,疑 陽性28例,陰性 を
示すものは1例 もない.す なわちセ ロファソ膜
に より,流 水 中に24時間透析 した結果 はその殆














解は不当の如 く考えられる.透 析後MRは 肉
眼的判定により陽性化する故,さ らにこの点を
追究すべく,健康者及び腎結核患者尿透析前後
のMRを 測色学的に検索1した.そ の結果 を





鮮明な色調を示す如 くな るため,MR陽 性と
判定せざるを得ないものと思われる.然 し健康
者と腎結核患者の色度図上の大なる相異点は純
度の下降,明度の上 昇 に 於て前者が遙かに高














線,紫 外線,X線,温 度,遠 心沈澱,凍 結乾
燥,吸 着剤,イ オン交換樹脂,透 析の及ぼす影





120分の照射で5例 中4例 が陰性化し,1例 が
疑陽性を,又MRが 疑陽性を示す1例 は20分
照射で陰性化した.結 局MR陽 性若 しくは疑
陽性尿は赤外線照射で全例に著明な変動をみた
が,そ の原因は詳 らかにな し得なかつた.
2)紫 外線照射時間 に 関 係 な く,MR陽







4)温 度の及ぼす影響の中加熱 した 場合 は
MRが 陽性,疑 陽性,陰 性 を示す いずれに於
ても100℃60分加熱で は 全例陰性に反応し,
90℃60分加熱ではMR陽 性の3例 は全例,疑






前MRと 全 く同様に反応し,何 等の変動もみ
られなかつた.
5)遠 心沈澱を行うにr.p.m.3,000乃至5,
000では遠心沈澱前 のMRと 全 く同様に反応
し,この影響は全 くみ られなかつた.
6)凍 結乾燥MRは に対 し,何 等の影響も
示さなかつた.
7)尿 を0℃ 以下の低温に格納 す るか若し
くは凍結乾燥して保存すれぱ,双 方共6カ 月間
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